
福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向 

～
平
成
二
十
三
年
～ 

 

 

平
成
23
年
は
、
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
の
特
別
史
跡
指
定
40
周
年
、
特
別
名
勝
指
定
20

周
年
、
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
開
館
30
周
年
と
な
る
記
念
の
年
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
で
は
「
戦
国
城
下
町
一
乗
谷
を
歩
く
～
発
掘
調
査
と

環
境
整
備
の
あ
ゆ
み
～
」
と
題
し
た
特
別
展
を
開
催
。
重
要
文
化
財
や
ゆ
か
り
の
遺
宝
な

ど
の
特
別
公
開
も
行
い
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
国
城
下
町
一
乗
谷
の
魅
力
を
再
考
す

る
」
を
開
催
し
た
。
福
井
の
魅
力
発
信
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
福
井
県
で
は
、
福
井
ブ

ラ
ン
ド
の
一
つ
と
し
て
「
幕
末
福
井
」
を
あ
げ
、
幕
末
の
福
井
藩
主
松
平
春
嶽
の
関
連
文

献
の
現
代
語
訳
を
進
め
て
お
り
、『
現
代
語
訳 

逸
事
史
補
』（
角
鹿
尚
計
訳 

福
井
県
観

光
営
業
部
）
を
作
成
し
た
。 

次
に
平
成
23
年
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
出
版
物
を
紹
介
し
、
県
内
郷
土
史
研
究
の
動
向
と

し
た
い
。 

 

一
、
自
治
体
史
・
地
域
史
等 

美
浜
町
は
、
平
成
13
年
か
ら
発
行
し
て
き
た
町
誌
の
最
終
巻
と
な
る
『
わ
か
さ
美
浜
町

誌 

美
浜
の
歴
史 

第
３
巻 

美
浜
を
さ
か
の
ぼ
る
』
を
刊
行
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の

歴
史
を
網
羅
、
小
中
学
校
の
副
読
本
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
表
現
で

ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
町
誌
の
『
総
目
次
・
総
索
引
』、
町
誌
全
体
の
内
容
を
ま
と
め
た

外
国
語
版
（
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
の
３
カ
国
語
）、「
美
浜
文
化
叢
書
」
の
６
巻
目
と

し
て
『
わ
か
さ
美
浜
教
育
史 

１
』（
竹
長
吉
正
著 

美
浜
文
化
叢
書
刊
行
会
）
を
刊
行
。

こ
の
ほ
か
、
美
浜
町
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
集
『
こ
こ
ま
で
分
か
っ
た
！
興
道
寺
廃

寺 

興
道
寺
廃
寺
を
と
り
ま
く
地
域
、
風
景
、
人
々
』（
美
浜
町
教
育
委
員
会
）
も
出
た
。

南
越
前
町
大
谷
浦
の
宮
川
・
向
山
両
家
の
庄
屋
文
書
、『
宮
川
・
向
山
家
文
書
目
録
』（
南

越
前
町
教
育
委
員
会
）
が
完
成
。
大
学
関
係
者
ら
で
つ
く
る
研
究
チ
ー
ム
が
約
10
年
を
か

け
て
調
査
・
整
理
し
た
も
の
で
、
河
野
地
区
の
地
域
史
研
究
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

大
野
市
は
、
平
成
22
年
３
月
か
ら
ほ
ぼ
１
年
間
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
「
越
前
大
野
城
築

城
４
３
０
年
祭
」
の
記
念
誌
『
悠
久
の
時
を
経
て･･･

今
、
城
下
町
に
新
し
い
風
が
吹
く
』

と
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
配
布
。
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
４
枚
組
み
の
『
福
井
城

下
図
集
』
を
作
成
。「
福
井
分
間
之
図
」（
享
和
３
（
１
８
０
３
）
年 

松
平
文
庫
蔵
）
の

画
像
デ
ー
タ
に
デ
ジ
タ
ル
処
理
を
し
て
全
体
図
を
再
現
。
他
の
３
枚
は
現
代
の
地
図
と
の

重
ね
図
と
な
っ
て
い
る
。 

 

各
自
治
体
の
地
区
史
と
し
て
は
、
福
井
市
明
新
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
新
田
義
貞
の
人

生
や
地
名
の
由
来
を
紹
介
し
た
『
新
田
塚
の
栞
』
を
作
成
。
坂
井
市
丸
岡
町
で
は
、
昭
和
33

年
発
行
の
『
丸
岡
町
め
ぐ
り
』
を
丸
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
加
筆
修
正
し
て
再
版
。
同

町
高
椋
地
区
の
た
か
む
く
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
小
冊
子
『
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
古
里
か
ら

奈
良
西
大
寺
へ
』
を
作
成
。『
竹
田
８
０
０
年
物
語 

「
山
の
道
」
と
国
道
３
６
４
号
』（
坪

川
貞
彦
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。
勝
山
市
で
は
、
野
向
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
『
高

尾
の
息
吹 

第
３
集 

町
誌
編
』
を
刊
行
。
中
学
生
に
も
親
し
め
る
よ
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
多
く
挿
入
し
て
い
る
。
ま
た
、『
町
な
か
高
札
・
石
柱
を
訪
ね
て
』（
勝
山

地
区
エ
コ
推
進
協
議
会
）、『
平
泉
寺
か
ら
「
北
袋
」
そ
し
て
勝
山
へ 

「
慶
長
国
絵
図
」

「
比
良
野
郷
帳
」
を
て
が
か
り
に
』（
山
田
雄
造
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、『
旧
町

名
か
ら
見
た
敦
賀
の
歴
史 

地
域
史
の
出
発
点
』（
山
本
晴
幸
著 

日
本
海
地
誌
調
査
研
究

会
）、『
和
泉
の
自
然
と
歴
史
』（
印
牧
邦
雄
）
も
刊
行
さ
れ
た
。 

 二
、
史
跡
調
査
報
告
書 

埋
蔵
文
化
財
関
係
で
は
、
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
調
査
報
告
書
の

他
、『
小
羽
山
墳
墓
群
の
研
究 

資
料
編
』『 

同 

研
究
編
』（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物

館
）、『
西
縄
手
下
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書 

Ⅱ
』（
小
浜
市
教
育
委
員
会
）、『
若
狭
に
お
け

る
弥
生
時
代
前
期
の
遺
跡 

―
小
浜
市
丸
山
河
床
遺
跡
の
出
土
資
料
―
』（
平
成
19
～
22

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））
に
よ
る
研
究
成
果 

伊
藤
淳
史
研
究
代
表 



京
都
大
学
文
化
財
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）
が
刊
行
。 

古
代
史
研
究
で
は
、『
若
狭
・
越
古
墳
時
代
の
研
究
』（
入
江
文
敏
著 

学
生
社
）、
考

古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
録
集
『
日
本
海
側
の
弥
生
墓
制
』（
鯖
江
市
教
育
委
員
会
）
が
発
行
さ

れ
た
。 

 

三
、
人
物 

福
井
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
は
、「
こ
れ
き
人
物
シ
リ
ー
ズ
」
の
第
２
弾
と
し
て
江

戸
時
代
の
人
物
を
中
心
に
し
た
『
ふ
く
い
の
先
人
た
ち 

近
世
』
を
、
鯖
江
市
教
育
委
員

会
は
ゆ
か
り
の
偉
人
16
人
を
紹
介
す
る
『
さ
ば
え
人
物
も
の
が
た
り 

下
巻
』
を
発
行
。

『
戦
国
を
生
き
た
女
た
ち 

お
市
の
方
と
そ
の
娘
た
ち
』（
歴
史
の
み
え
る
ま
ち
づ
く
り
協

会
）
は
平
成
22
年
度
歴
史
講
座
講
演
録
。
最
後
の
福
井
藩
主
松
平
茂も

ち

昭あ
き

の
子
で
農
業
振
興

に
貢
献
し
た
松
平
康や

す

荘た
か

の
英
国
留
学
時
の
資
料
を
ま
と
め
た
『
写
真
で
見
る
松
平
康
荘
の

英
国
農
学
修
行
関
係
史
料
』（
熊
澤
恵
理
子
編
著 

東
京
農
業
大
学
教
職
・
学
術
情
報
課
程

教
育
学
研
究
室
）、『
漢
詩
に
み
る
梅
田
雲
浜
』（
村
上
利
夫
著 

友
月
書
房
）、『
死
生
天
命

―
佐
久
間
艇
長
の
遺
書
』（
足
立
倫
行
著 

ウ
ェ
ッ
ジ
）、『
評
伝
若
泉
敬  
愛
国
の
密
使
』

（
森
田
吉
彦
著 

文
藝
春
秋
）、小
浜
市
の
箸
会
社
会
長
が
箸
作
り
に
か
け
た
思
い
を
語
る

『
箸
し
ら
ず
』（
浦
谷
兵
剛
著 

講
談
社
）、
セ
ー
レ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
人

生
の
あ
ゆ
み
を
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
形
で
ま
と
め
た
『
川
田
達
男
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス

ト
リ
ー
』（
中
村
尚
史
ほ
か
著 

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
）』
な
ど
が
発
行
さ
れ
た
。 

 四
、
各
分
野
団
体
史 

 

学
校
関
係
で
は
、
越
前
市
の
『
年
輪 

大
虫
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
誌
』、『
礎 

武
生
西
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
』、
越
前
町
の
『
洗
心 

宮
崎
小
学
校
百
年
誌
』、『
仁

愛
大
学
開
学
10
周
年
記
念
誌 

２
０
０
１
―
２
０
１
１
』、『
福
井
県
立
福
井
商
業
高
等
学

校
野
球
史 

３
』（
森
永
忠
雄
編
著 

福
井
県
立
福
井
商
業
高
等
学
校
野
球
部
後
援
会
他
）

が
刊
行
。
福
井
県
中
学
校
体
育
連
盟
『
60
周
年
記
念
誌
』
も
出
た
。 

 

公
民
館
関
係
で
は
、
平
成
22
年
に
発
足
60
周
年
を
迎
え
た
福
井
県
公
民
館
連
合
会
は
、

50
周
年
以
降
の
歩
み
を
ま
と
め
た
『
福
井
県
公
民
館
連
合
会
10
年
の
あ
ゆ
み  

平
成
12

年
～
平
成
22
年
の
記
録
』
を
刊
行
。
福
井
市
で
は
、
福
井
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
が
福
井

市
公
民
館
の
歴
史
を
網
羅
し
た
『
福
井
市
公
民
館
五
十
年
誌
』、
河
合
公
民
館
60
年
間
の

活
動
を
ま
と
め
た
『
河
合
地
区
誌
』
の
ほ
か
、
円
山
公
民
館
、
足
羽
公
民
館
、
湊
公
民
館

の
創
立
50
周
年
記
念
誌
、
社
南
公
民
館
、
社
北
公
民
館
の
創
立
30
周
年
記
念
誌
が
刊
行

さ
れ
た
。 

そ
の
ほ
か
、
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
創
設
60
周
年
記
念
誌
『
ふ
く
い
に
、
い
っ
ぽ
い

っ
ぽ
。』、
鯖
江
市
婦
人
福
祉
協
議
会
創
立
50
周
年
記
念
誌
『
輝
い
て
煌
め
い
て
未
来
へ
躍

動
』、
福
井
市
順
化
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
『
37
年
の
あ
ゆ
み
』、『
新
江
守
中
自
治
会
結

成
40
周
年
記
念
誌 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
』、
福
井
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
３
０

周
年
記
念
誌
『
銀
の
輝
き
』、『
社
団
法
人
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
福
井
県
支
部
結
成

５
０
周
年
記
念
誌 

翔
は
ば
た

け
ガ
ー
ル
』、
敦
賀
法
人
会
『
税
と
と
も
に
50
年
の
あ
ゆ
み
』、

福
井
県
建
築
士
事
務
所
協
会
『
創
立
35
周
年
記
念
誌
』
が
刊
行
。
福
井
実
践
国
語
の
会
設

立
50
周
年
記
念
誌
と
し
て
会
報
『
福
井
実
践
国
語 

第
18
号
』、
日
本
山
岳
会
福
井
支
部

創
立
20
周
年
記
念
号
と
し
て
支
部
報
『
山
想 

№
25
』
が
出
た
。 

 五
、
宗
教
・
民
俗
・
文
化
財 

宗
教
関
係
で
は
、
新
聞
連
載
と
関
連
記
事
を
再
編
集
し
た
『
親
鸞
な
う
―
７
５
０
年
の

時
を
超
え
て
』（
福
井
新
聞
社
）
が
出
版
。
親
鸞
の
ほ
か
、
仏
事
の
意
義
や
真
宗
王
国
で
あ

る
福
井
の
県
民
意
識
調
査
結
果
な
ど
多
角
的
な
視
点
か
ら
宗
教
を
考
察
し
て
い
る
。 

民
俗
関
係
で
は
、
小
浜
市
は
市
政
施
行
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
市
内
の
風
景
や
伝
統

行
事
な
ど
写
真
を
集
め
た
『
小
浜
の
い
い
と
こ
ア
ル
バ
ム
』
を
作
成
し
た
。
小
浜
市
の
雲



浜
獅
子
保
存
会
は
新
し
い
史
実
を
加
筆
し
た
『
雲
浜
獅
子 

第
２
版
』
を
刊
行
。
若
狭
の

ま
つ
り
を
紹
介
し
た
『
宮
川
郷 

全
光
寺
滝
不
動
尊
大
祭
』、『
お
盆
の
お
精
霊

し
ょ
う
ら
い

舟ぶ
ね

』（
と

も
に
須
川
建
美
）
も
刊
行
さ
れ
た
。
福
井
市
文
殊
地
区
の
「
村
の
歴
史
懇
話
会
」
は
会
報

『
温
故
叢
談 
第
７
号
』
で
地
元
の
言
伝
え
や
民
話
な
ど
を
地
区
内
の
町
内
ご
と
に
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
伝
統
を
映
像
で
伝
え
よ
う
と
、
ふ
く
い
伝
統
文
化
活
性
化
事
業
実
行

委
員
会
は
鯖
江
の
オ
コ
ナ
イ
、
勝
山
左
義
長
、
越
前
和
紙
製
作
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、

丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
漆
器
や
織
物
、
和
紙
や
打
ち
刃
物
な
ど
4
つ
の
伝
統
産
業
で
歌

い
継
が
れ
て
き
た
仕
事
唄
を
作
業
風
景
と
と
も
に
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
た
。
こ
の

ほ
か
、『
瑞
源
寺
本
堂
・
書
院
修
理
工
事
報
告
書
』（
国
京
克
己
建
築
設
計
工
房
編 

高
照

山
瑞
源
寺
）
が
発
行
さ
れ
た
。 

 

六
、
自
然
・
工
業
・
産
業 

越
前
町
立
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
は
県
内
で
見
ら
れ
る
約
８
０
０
種
の
樹

木
を
紹
介
し
た
図
鑑
『
福
井
の
樹
木 

福
井
県
樹
木
誌
』
を
発
行
。『
福
井
の
探
鳥
地
１
０

０
』（
日
本
野
鳥
の
会
福
井
県
）
は
県
内
で
野
鳥
に
出
会
え
る
ス
ポ
ッ
ト
を
初
心
者
に
も
わ

か
り
や
す
く
紹
介
。『
１
９
４
８ 

福
井
地
震
報
告
書
』（
中
央
防
災
会
議 

災
害
教
訓
の

継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
）
は
、
未
だ
解
明
し
き
れ
て
い
な
い
福
井
地
震
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
見
直
し
て
い
る
。『
聞
き
書
き
中
池
見
今
昔 

第
１
集
』（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

敦
賀
緑
と
水
の
会
）
は
湿
地
が
水
田
だ
っ
た
頃
の
様
子
を
ま
と
め
て
い
る
。『
鳴
鹿
大
堰
千

年
誌
』（
北
山
賢
一
）
は
九
頭
竜
川
に
架
か
る
鳴
鹿
大
堰
の
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
を

ま
と
め
た
労
作
。
日
野
川
用
水
土
地
改
良
区
は
創
立
20
周
年
記
念
誌
と
し
て
日
野
川
用
水

の
事
業
の
計
画
か
ら
完
成
ま
で
の
経
緯
を
ま
と
め
た
『
あ
り
が
た
い
水
の
恵
み
日
野
川
用

水
』
を
、
福
井
市
企
業
局
は
明
治
45
年
に
始
ま
っ
た
ガ
ス
事
業
の
歴
史
と
資
料
を
ま
と
め

た
『
福
井
市
ガ
ス
事
業
１
０
０
周
年
記
念
誌
』
を
発
行
し
た
。 

若
狭
路
文
化
研
究
会
は
『
滋
賀
県
物
産
誌 

三
方
郡
』（『
若
狭
路
文
化
叢
書 

第
８

集
』）
を
復
刻
、『
新
保
鉱
泉
繁
盛
記
』（
柴
田
亮
俊
）、『
知
っ
と
る
け
？
小
浜
線
も
の
が
た

り
』（
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
鉄
道
遺
産
を
守
る
会
）
な
ど
の
小
冊
子
が
作
成
さ
れ
た
。
改
訂
版
と
し

て『
若
狭
の
お
さ
か
な（
福
井
県
立
大
学
県
民
双
書
Ⅹ
）』（
青
海
忠
久
編
著 

晃
洋
書
房
）、

『
ふ
く
い
の
自
然
を
楽
し
む
』（
福
井
県
自
然
観
察
指
導
員
の
会
編 

楓
工
房
）、『
福
井
み

ち
づ
く
り
の
歴
史
』（
本
多
義
明
他
編
著 

地
域
環
境
研
究
所
）
な
ど
が
出
た
。 

 

七
、
芸
術
・
文
学 

芸
術
で
は
、
福
井
県
立
美
術
館
が
福
井
出
身
の
日
本
画
家
島
田
墨
仙
展
を
開
催
、
嶺
南

の
美
術
作
家
で
結
成
さ
れ
た
若
狭
湾
美
術
集
団
に
よ
る
総
合
美
術
展
の
記
念
誌
『
若
狭
湾

美
術
展
20
年
の
あ
ゆ
み
』
が
刊
行
さ
れ
た
。 

文
学
で
は
、
平
成
22
年
に
発
足
し
た
橘
曙
覧
研
究
会
が
研
究
誌
「
橘
曙
覧
研
究
」
の
創

刊
号
を
発
刊
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
三
国
で
活
躍
し
た
女
性
俳
人
哥
川
の
生
涯
を
追
っ
た

『
遊
女
・
豊
田
屋
歌
川
』（
久
保
悌
二
郎
著 

無
明
舎
出
版
）
が
出
版
さ
れ
た
。 

 

八
、
歴
史
研
究
施
設
の
動
向 

県
内
の
各
施
設
の
特
別
展
な
ど
を
紹
介
す
る
。
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
は
「
鉄
道
博
覧

会 

日
本
と
福
井
の
鉄
道
の
あ
ゆ
み
」、
福
井
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
は
「
縄
文
人
の

業
と
こ
こ
ろ
―
自
然
と
と
も
に
あ
る
暮
ら
し
―
」、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
「

鏨
た
が
ね

の
魔
術
～
金
工
の
名
門
・
後
藤
家
と
刀
装
の
美
～
」、「
御
三
卿 

一
橋
徳
川
家
と
田
安
徳

川
家
」、
特
別
陳
列
「
福
井
藩
札
と
江
戸
時
代
の
貨
幣
」、
み
く
に
龍
翔
館
は
「
天
下
人
の

時
代
と
坂
井 

戦
国
武
将
の
息
吹
と
足
跡
」を
開
催
し
た
。敦
賀
市
立
博
物
館
は
、平
成
24

年
か
ら
の
本
格
的
な
建
物
修
復
事
業
の
準
備
企
画
と
し
て
所
蔵
名
品
の
特
別
展
や
関
連
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。 

以
上
の
紹
介
で
紙
面
の
都
合
上
割
愛
し
た
も
の
や
、
も
れ
た
資
料
な
ど
に
つ
い
て
は
お

許
し
い
た
だ
き
た
い
。 


